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 質 問 者  木 村 公 雄   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（１）令和２年１月１日から令和２年11月末までの

㈱女川魚市場の水揚状況について。（対前年比

も含めて） 

（２）㈱女川魚市場の水揚増に対する設備、備品等

充実強化すべきものはないか。 

（３）更なる基幹産業振興のため、陸上施設を利用

した水産養殖振興策を考慮すべきでは。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 令和２年９月定例会における一般質問において

町教育委員会は「今般国が示している文言に統一

した」と答弁しましたが、 

（１）「今般」とは「平成」、「令和」時代のい

つで、平成30年12月、町教育委員会は名称を

「施設一体型小中一貫教育学校女川町立女川

小学校・女川中学校」と決定していますが、

この名称はどうなりましたか。 

（２）町長が小中学校建設に当たり、議会に対す

る予算提案の提案理由に「小中一貫校」の建

設としています。 

「小中一貫校」、「小中一貫教育学校」、

１ 基幹産業（養殖漁業

を含む）の振興策等に

ついて 

 

 

 

 

 

 

２  小中一貫教育学校 

女川小学校・中学校の 

名称統一について 
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「施設一体型小中一貫教育学校女川町立女川小

学校・女川中学校」（平成30年12月新校舎工事

着工時）と改めて確認していますが、一つの名

前に統一し、校長１名、ＰＴＡ１校となるのは

令和の何年ですか。改めて伺います。 

（３）旧女川小学校、旧女川中学校の利活用はそ

の後どうなりましたか。 

（質問の相手：町長・教育長・担当課長） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


